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市長選挙・市議会議員選挙結果

広
報
い
な
ぎ
の
配
布
方
法　
広
報
い
な
ぎ
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
発
行
日
の
３
日
ほ
ど
前
か
ら
配
布
を
始
め
て
い
ま
す
。
問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

毎
月
15
日
号
に
は
、
生
涯
学
習
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

広報いなぎに掲載している記事は5月1日時点の情報です。最新の情報は市 でご確認ください。

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城

「＃いいかも稲城」投稿写真

表1　市長選挙　開票結果	� （敬称略・得票順）
候補者名 党派名 新・現・元 得票数（票） 結果

高橋　かつひろ 無所属 現 25,812 当選
やまぎし　啓子 無所属 新 10,278 

表2　市議会議員選挙　開票結果� （敬称略・得票順）
候補者名 党派名 新・現・元 得票数（票） 結果

岩佐　ゆきひろ 無所属 現 4,119 当選
いそむら　あきこ 無所属 現 2,934 当選
中島　健介 自由民主党 新 2,838 当選
鈴木　誠 無所属 現 1,895 当選
中田　中 無所属 現 1,633 当選
川村　あや 無所属 現 1,592 当選
榎本　久春 無所属 現 1,535 当選
渡辺　力 自由民主党 現 1,515 当選
武田　まさひと 立憲民主党 現 1,448 当選
つのじ　寛美 公明党 現 1,447 当選
山岸　太一 日本共産党 現 1,406 当選
岡田　まなぶ 日本共産党 現 1,388 当選

候補者名 党派名 新・現・元 得票数（票） 結果
梶浦　みさこ 無所属 現 1,370 当選
佐藤　しんじ 公明党 現 1,305 当選
村上　洋子 稲城・生活者ネットワーク 現 1,269 当選
土居　のりひろ 無所属 新 1,267 当選
湯谷　ひろし 公明党 新 1,225 当選
北浜　けんいち 無所属 現 1,189 当選
田島　きく子 日本共産党 現 1,184 当選
池田　英司 無所属 現 1,085 当選
角田　政信 無所属 現 1,050 当選
坂田　たけふみ 無所属 現 1,028 当選
林　ゆきなり 無所属 新 472 
安東　みちまさ 無所属 新 457 

髙橋　勝浩市長
4期目がスタート

躍進する稲城・4thステージに挑戦！

　4月23日に市長選挙・市議会議員選挙が行われ、即日開票の結果、市
長には髙橋　勝浩氏が選ばれました（表1参照）。また、22人の市議会議
員が選ばれました（表2参照）。任期は、市長が令和9年4月26日、市議
会議員が令和9年4月30日までの4年間です。
▷投票率　市長選挙　49.75%（前回50.90%）
　　　　　市議会議員選挙　49.75%（前回50.90%）
問  選挙管理委員会事務局

　
こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
持
に
よ
り
、
引
き
続
き
4

期
目
と
し
て
市
政
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
3
期
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
感
染
防
止
対
策
や
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
資
源
高
・
物
価
高
へ
の

経
済
対
策
に
明
け
暮
れ
た
任

期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
、
防
災
・

防
犯
を
は
じ
め
と
す
る
安
全 

・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
保

育
園
の
待
機
児
童
対
策
の
推

進
、
観
光
事
業
の
本
格
稼
働

等
に
取
り
組
み
、
着
実
に
前

進
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
豊
か
な
自
然

や
農
地
を
保
全
し
、
安
全
・

安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
で

あ
る
稲
城
市
の
評
価
を
維
持

す
る
こ
と
で
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
」の
醸
成
を
目
指
し
、

定
住
型
で
世
代
交
代
の
で
き

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、
稲
城
市

政
の
先
頭
に
立
ち
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

就
任
ご
挨
拶

稲
城
市
長

髙
橋 

勝
浩



費費用（記載のない場合は無料）　申申込方法（記載のない場合は不要）　限申込期限　先申込先　主主催　共共催　問問い合わせ

（2）5・5・15 （2）

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　
定
期
的
に
電
話
を
か
け
、
話
し

相
手
や
安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し（
日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い
る

高
齢
者
等
の
ご
み
出
し

 

支
援
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ル

　

高
齢
等
に
よ
り
自
身
で
ご
み
出

し
が
困
難
な
方
々
を
支
援
し
て
い

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
親
族
の
方

へ
、
収
集
日
以
外
に
も
ご
み
が
出

せ
る「
ご
み
出
し
支
援
サ
ポ
ー
ト
シ

ー
ル
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
シ
ー
ル
は
申
請
時
に
配
布
し
ま

す
の
で
、
収
納
容
器（
ポ
リ
バ
ケ
ツ

等
）に
貼
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）・
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方

▽
対
象
と
な
る
ご
み　

燃
え
る
ご

み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
、
古
紙
・
古
布
、
有
害
物
・

金
属
物

申
窓
口

先
問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
係

カ
ラ
ス
に
注
意

　
繁
殖
期（
春
〜
夏
）の
カ
ラ
ス
は
、

卵
や
ヒ
ナ
を
守
ろ
う
と
過
敏
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
巣
に
近
付
く
人

を
威
嚇
・
攻
撃
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
く
ち
ば
し
を
カ
チ
カ
チ
鳴

ら
し
た
り
、
鳴
き
な
が
ら
頭
上
を

飛
び
回
る
カ
ラ
ス
は
、
後
方
か
ら

頭
を
め
が
け
て
襲
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
持
ち
物
等
で

頭
部
を
守
り
、
速
や
か
に
通
過
し

ま
し
ょ
う
。

　
カ
ラ
ス
を
含
め
た
全
て
の
野
生

鳥
獣
は
、「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」に

よ
り
許
可
な
く
捕
獲
す
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

5
月
22
日
は

 

国
際
生
物
多
様
性
の
日

　
生
物
多
様
性
と
は
、
生
き
物
が

暮
ら
す
環
境
で
多
種
多
様
な
生
き

物
が
お
互
い
に
つ
な
が
り
影
響
し

合
っ
て
、
個
性
豊
か
に
生
命
を
育

ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
食
べ
物
・

衣
服
・
飲
み
水
等
、
色
々
な
形
で

生
き
物
が
も
た
ら
す
恵
み
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
詳
細
は「
国
連
生
物
多
様

　
市

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ

ー
広
告
を
掲
載
す
る
広
告
主
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

数
は
、
年
間
150
万
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
企
業
や
商
品
の
PR
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
掲
載
料

○
1
・
2
カ
月
＝
月
額
2
万
950
円

○
3
〜
5
カ
月
＝
月
額
1
万
9 

9

 

0 

0
円

○
6
カ
月
以
上
＝
月
額
1
万
8 

8

 

5 

0
円

申
申
込
書
と
必
要
書
類
を
郵
送
ま

た
は
持
参

※
申
込
書
は
市

で
入
手
可

先
問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

性
の
10
年
日
本
委
員
会
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
緑
と
環
境
課
環
境
政
策
係

市
内
農
産
物
栽
培
の

 

病
害
虫
対
策

　
市
で
は
、
農
薬
の
飛
散
を
抑
え

る
防
薬
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
促
進

や
、
農
薬
散
布
を
周
知
す
る
の
ぼ

り
旗
の
掲
揚
の
徹
底
等
、
周
辺
環

境
と
共
生
で
き
る
農
業
の
推
進
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
経
済
課
農
政
係
、
JA
東
京
み
な

み
稲
城
支
店
指
導
経
済
課　
☎
377

・
6 

0 

0 

2

高
齢
者
）で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方

申
窓
口
、
電
話

先
問
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

市
民
向
け
講
演
会

在
宅
医
療
の
中
の

 

服
薬
支
援

　
高
齢
に
な
る
と
慢
性
的
な
持
病

を
抱
え
、
色
々
な
薬
が
必
要
に
な

る
一
方
、
薬
の
管
理
が
難
し
く
な

る
方
が
多
く
い
ま
す
。

　
医
師
・
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
服
薬
の
支
援
を
中
心
と
し

た
在
宅
医
療
の
利
点
を
お
話
し
い

た
だ
く
と
共
に
、
実
際
に
自
宅
で

療
養
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
家
族

の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
講
演
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｗウ

ェｅ

ｂベ
ッ
ク
ス
ｅ
ｘ 

Ｍミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ス

ｅ
ｅ
ｔ
ｉｎｇ
ｓ
）参
加
も

で
き
ま
す
。

日
6
月
25
日（
日
）

時
午
後
2
時
〜
4
時

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
大
会
議

室定
会
場
参
加
＝
20
人（
申
込
先
着
順
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
定
員
無
し

講
奥
村　
光
絵
氏（
あ
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
平
尾
院
長
）他

申
会
場
参
加
＝
電
話
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
＝
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム（
下
記
参
照
）

※
い
ず
れ
も
5
月
16

日（
火
）〜

限
6
月
16
日（
金
）

共
稲
城
市
、
医
師
会

先
問
高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ

 

発
達
支
援
講
座

基
礎
か
ら
分
か
る

 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

　

見
え
に
く
く
、
分
か
り
に
く
い

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て
基

本
的
な
知
識
か
ら
脳
機
能
、
医
学

的
診
断
の
位
置
づ
け
等
複
数
の
視

点
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

日
6
月
23
日（
金
）

時
午
前
10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
＝

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
大
会
議

室定
15
人（
申
込
先
着
順
）

講
中
山　
正
行
氏（
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
セ
ン
タ
ー

長
・
公
認
心
理
師
・
社
会
福
祉
士
）

申
電
話
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス（
必

要
事
項
○
氏
名
○
お
住
ま
い
の
地

区
○
連
絡
先
）

先
問
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　
☎
331
・
8 

7 

9 

4
、

331
・
8 

7 

9 

5
、

resupo-
inagi@

inagi-m
asayum

e.
com

つ
な
が
り
パ
ー
ク

 
い
な
ぎ
２
０
２
３

市
内
障
害
福
祉
の

 
新
し
い
風

　
最
近
は
、
知
的
・
発
達
・
重
症

心
身
障
害
児
者
向
け
の
今
ま
で
な

か
っ
た
事
業
や
新
し
い
動
き
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
そ
の
様

子
を
紹
介
し
ま
す
。

対
当
事
者
や
家
族
・
支
援
者
で
関

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。秘書広報課広報広聴係

問秘書広報課広報広聴係

　1月に所沢市で開催されたNBA全国バレエコン
クール（中学生男子の部）で、野村駿介さん（当時
稲城第三中学校3年生）が準優勝しました。
　その後、2月2日～5日にアメリカで開催された
世界で最も大規模なバレエコンクールであるY

ユ ー ス

outh 
A
ア メ リ カ

merica G
グ ラ ン

rand P
プ リ

rix 2023 D
ダ ラ ス

allasクラシック（15～
19歳シニア部門）で優勝し、野村さんは同コンクー
ルの本選（ファイナル）への出場権を獲得しました。
　野村さんにコンクールの感想を伺うと「どんな
に素晴らしいダンサーがいても自分の踊りを見失
わないように、自分自身が積み上げてきた実力を
信じてコンクールに挑むことができました」と振
り返りました。

更なる高みを目指して留学
　野村さんがバレエを始めたのは4歳の時、2人の姉が通っていたバレエスタジ
オに付いて行ったのがきっかけでした。

　現在、野村さんはアメリカにあるThe D
ダ ラ ス

allas 
C
コ ン サ バ ト リ ー

onservatory（プロバレエダンサーを目指すため
の選抜型のバレエ学校）に留学しています。留学
のきっかけは、中学2年生の10月にJAPAN B

バ レ エ

ALLET 
C
コ ン ペ テ ィ シ ョ ン

OMPETITIONという大会で優勝し、The Dallas 
Conservatoryの年間フルスカラシップ（授業料・
居住費等の免除制度）を受賞したことで、留学を
決意したそうです。
　留学先でのやりがいを伺うと「公演に出演させ
ていただく回数が日本にいる時より多いので、色
んな役柄を演じられて勉強になり楽しいです」と
語ってくれました。レッスン後にスクール内のジ
ムにほぼ毎日行く等、日本では経験できない練習環境が多く、充実した日々を
送っています。
理想のダンサーを目指して
　こうして、毎日厳しい練習に励む野村さんに、今後の目標を伺うと「僕の踊
りを観てくださるお客様を喜ばせることができるダンサーになりたいです。
そして、最終目標はプロのバレエダンサーになることです」と力強く語ってく
れました。また、本選に向けて意気込みを伺うと「この機会をくださった先生

や関係する方に感謝して
素晴らしいステージにな
るように踊ります」と話
してくれました。留学し、
バレエ漬けの日々を送る
野村さん。今後の活躍が
楽しみです。

クラシックバレエ　国際コンクール予選（シニア部門）で優勝！
全国バレエコンクール（中学生男子の部）で準優勝！

野
の

村
むら

　駿
しゅん

介
すけ

さん

2023

▲表彰式

▲演技中の野村さん

▲サポートシール

心
の
あ
る
方

日
6
月
4
日（
日
）

時
午
後
1
時
〜
3
時

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
会
議
室

問
つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ
実
行

委
員
会（
川
本
）　
☎
080
・
5 

1 

7

 

1
・
5 

7 

9 

3

▲のぼり旗で周知

▲奥村　光絵氏

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
を

 

募
集
し
て
い
ま
す



凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（3） 5・5・15（3）

3
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
催
者
の
判
断
で
マ
ス
ク
着
用
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
総
務
契
約
課
総
務
係

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

　稲城ふれあいの森では、豊かな自然の中で、散策やバーベ
キュー等を楽しめます。
▷一般開放期間　11月26日（日）までの土・日曜日、祝日（7月
～9月は除く）
時午前9時～午後4時
場稲城ふれあいの森（坂浜4－40－36）
※入口は小田良通り側をご利用ください。
▷禁止・注意事項
○虫捕り、野草摘み、飲酒、ペット同伴での入場、カラオケ等他人の迷惑となる行為
○天候不良や整備作業等により、開放を中止する場合があります。開放日等の詳細は、市 をご覧ください。
○稲城ふれあいの森は、青少年健全育成施設であり、一般の方が宿泊する施設ではありません。
森のたからばこ
　昔遊びや工作を体験できます。直接ご来場ください。
日5月27日（土）、6月11日（日）
時午前10時～午後3時
内木工作・竹工作、親子で遊ぶコーナー（ベーゴマ・おはじき・お手玉・
こま等）、おはなし会（午前11時～）
※内容は変動する場合があります。

子育てサポーター養成講座日程
期日 内容

6月19日（月）
オリエンテーション、子育てサポーター
の活動について、乳幼児の保護者を支え
るために大切な事

6月23日（金） 乳幼児の食事について
6月26日（月） 傾聴について
7月 5日（水） 絵本の楽しみ方、読み聞かせの仕方
7月10日（月） 乳幼児の健康について
7月13日（木） 子育てサポーターの活動見学、まとめ、

修了式

　3月24日～26日に、友好都市の福島県相馬市からサッカーチーム相馬SC
の小学生9人が稲城市を訪れ、稲城長峰ヴェルディフィールドで開催された
第35回FC平尾招待サッカー大会に参加しました。FC平尾の子ども達と共
に試合に臨み、サッカーを通じて交流を深めました。
問市民協働課協働推進係

　3月24日～26日に、友好都市の福島県相馬市からサッカーチーム相馬SC

相馬市の小学生とサッカー交流をしました！
〔主催＝FC平尾、協賛＝（株）よみうりランド〕

姉妹友好都市
交流の窓

ま ど

　稲城市は、北海道大空町・アメリカ合衆国フォスターシティ市と姉妹都
市、福島県相馬市・長野県野沢温泉村と友好都市協定を締結しています。
　このコラムでは、姉妹友好都市との交流や魅力を定期的に発信します。

相馬市

大空町

野沢温泉村 フォスターシティ市

子育ての豆知識
子どもと楽しもう

　子どもとの距離感を縮めるには、一緒に遊ぶことが何より
効果的です。大人の世界でも仕事だけの付き合いの同僚より、
一緒に食事やスポーツを楽しむ同僚の方が仲良くなるのと同
じです。
　子どもが楽しめればどんな遊びでも良いのですが、子ども
が一人でテレビゲームばかりしている場合は、そのゲームの
内容を聞いてあげてください。自分が好きなことを聞いてく
れた保護者に好感を持ち、会話も弾む
はずです。一緒にゲームをするのも良
いです。また、保護者がゲームの内容
を知っていれば、やめやすいタイミン
グで声掛けができ、子どもも納得しや
すくなります。

（子ども家庭支援センター相談員）

問子ども家庭支援センター　☎378－6366

令
和
5
年
度
低
所
得
の

　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

 

特
別
給
付
金

　
令
和
5
年
3
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
、
令
和
4
年
度
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
分
）の
受
給
世
帯
に
申

請
不
要
で
特
別
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
支
給
が
不
要
な
方
は
、
5

月
25
日（
木
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
受
給
申
請
が
必
要
と
な
る
方
は
、

準
備
が
で
き
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
細
は
市
（
右
下
記
参
照
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
額　
児
童
一

人
当
た
り
一
律
5
万

円▽
支
給
時
期（
予
定
）　
5
月
30
日

（
火
）

問
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
事
務
局（
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
）（
平
日
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）

参
加
者
募
集

子
育
て
講
座

 
子
ど
も
の
褒
め
方

　
子
ど
も
は
自
分
の
行
動
が
注
目

さ
れ
る
と
そ
の
行
動
を
増
や
そ
う

と
考
え
ま
す
。
そ
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
褒
め
方
を
ト
レ
ー
ナ
ー
が
紹

介
し
ま
す
。
子
ど
も
を
褒
め
て
伸

ば
し
た
い
方
、
褒
め
方
を
学
び
直

し
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

対
市
内
在
住
で
3
歳
〜
小
学
校
3

年
生
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

日
5
月
30
日（
火
）

時
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
4
人（
申
込
先
着
順
）

※
保
育
が
必
要
な
方
は
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い（
1
歳
6

カ
月
以
上
の
未
就
園
児
に
限
る
）。

持
筆
記
用
具
、
飲
み
物（
必
要
な
方
）

申
電
話〔
5
月
16
日（
火
）午
前
9
時

〜
〕

場
先
問
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー　
☎
378
・
6 

3 

6 

6

参
加
者
募
集

お
母
さ
ん
の
陽
だ
ま
り

　
子
育
て
・
家
事
の
分
担
・
ス
ト

レ
ス
解
消
法
・
仕
事
と
育
児
の
両

立
等
に
つ
い
て
母
親
同
士
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
員
に

話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
小
学
校
6
年
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
母
親

日
6
月
6
日（
火
）

時
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
4
人（
申
込
先
着
順
）

※
保
育
が
必
要
な
方
は
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い（
1
歳
6

カ
月
以
上
の
未
就
園
児
に
限
る
）。

持
飲
み
物
等（
必
要
な
方
）

申
電
話〔
5
月
16
日（
火
）午
前
9
時

〜
〕

場
先
問
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー　
☎
378
・
6 

3 

6 

6

参
加
者
募
集

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

 

養
成
講
座

　
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
児
童

館
や
ｉ
プ
ラ
ザ
で
手
遊
び
や
折
り

紙
等
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子
同

士
が
交
流
で
き
る
き
っ
か
け
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
と
触
れ

合
い
た
い
方
、
子
育
て
中
の
保
護

者
の
話
し
相
手
に
な
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
健
康

な
方

日
内
左
表
参
照

時
午
前
10
時
〜
正
午

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
他

定
15
人（
申
込
先
着
順
）

費
300
円（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

費
）

申
電
話〔
5
月
16
日（
火
）〜
〕

限
6
月
9
日（
金
）

先
問
あ
そ
び
の
広
場
向
陽
台　
☎

370
・
0 
1 
0 
6

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

 

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

と
支
援
を
行
い
た
い
方
が
会
員
と

な
り
、
地
域
の
中
で
子
育
て
を
す

る
有
償
の
助
け
合
い
活
動
で
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
学

童
ク
ラ
ブ
等
の
前
後
の
預
か
り
、

保
育
施
設
・
学
童
ク
ラ
ブ
ま
で
の

送
迎
等
を
行
い
ま
す
。

対
生
後
4
カ
月
〜
小
学
6
年
生
の

お
子
さ
ん

費
年
会
費
500
円
、
1
時
間
当
た
り

900
円
〜
1 

1 

0 

0
円（
食
事
代
・
交

通
費
等
は
別
途
負
担
）

申
電
話
、
メ
ー
ル

先
稲
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
）

利
用
料
を
補
助
し
ま
す

　
市
で
は
利
用
料
を
補
助
し
て
い

ま
す（
条
件
有
り
）。
詳
細
は
市

（
下
記
参
照
）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
利
用
に
つ
い
て
＝
稲
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
）　
☎
378
・
5

 

5 

5 

1
、

zaitaku@inagisha
kyo.org

、
利
用
料
補
助
申
請
に

つ
い
て
＝
あ
そ
び
の
広
場
向
陽
台　

☎
370
・
0 

1 

0 

6

市
立
学
校
教
員
の

　
働
き
方
改
革
を

 

行
っ
て
い
ま
す

　
市
教
育
委
員
会
で
は「
第
二
次
稲

城
市
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
実
施
計
画
」を
策
定
し
、
教
員
の

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
で

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
、
授
業

準
備
等
に
充
て
る
時
間
を
確
保
し
、

教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
取
り
組
み

〇
勤
務
時
間
外
に
お
け
る
電
話
音

声
対
応
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
自
動

応
答

〇
部
活
動
の
活
動
時
間
・
休
養
日

の
基
準
設
定

〇
夏
季
休
業
期
間
中
の
学
校
閉
庁

日
の
設
定

問
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

稲城ふれあいの森
一般開放中
問児童青少年課青少年係



費費用（記載のない場合は無料）　申申込方法（記載のない場合は不要）　限申込期限　先申込先　主主催　共共催　問問い合わせ

（4）5・5・15 （4）

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

を
控
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
窓
口
の
混
雑
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
交
付
決
定
通
知
書
が

届
い
た
方
は
、
早
め
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
来
庁

く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
日
時
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

 

支
援
ス
ポ
ッ
ト

オ
リ
ジ
ナ
ル

　
デ
ザ
イ
ン
の

婚
姻
届
で

 

良
い
思
い
出
を

受
け
取
り
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

 

カ
ー
ド

健康保険が使える場合 健康保険が使えない例
（全額自己負担）

整骨院・接骨院
（一部医師の同意が必要）

急な外傷による、以下のけが
○捻挫
○打撲
○挫傷（肉離れ等、血が肌の外
に出ないけが）
○骨折・不全骨折・脱臼（応急
手当を除き、医師の同意が必要）

急な外傷によらない、痛みや凝
り等
○疲労回復
○日常生活等による痛みや凝り
○病気（神経痛・関節炎・五十肩
・ヘルニア等）による痛みや凝り
○以前けがをして治ったが、再
び痛み出した場合

はり・きゅう
（医師の同意が必要）

○神経痛、腰痛症、五十肩
○リウマチ
○頸腕症候群
○頸

けい

椎
つい

捻挫後遺症

○左記以外の原因による肩凝り
・痛み
○疲労回復

マッサージ
（医師の同意が必要）

医療上マッサージを必要とする
症例
○筋まひ
○関節拘縮（関節の動く範囲が
狭くなったり、動かなくなった
りする）等

○疲労回復
○慰安
○整体やカイロプラクティック
等、民間資格者による施術

今回募集する墓地
形態 募集数 使用料（非課税） 年間管理料（税込）
芝生墓地 150区画 125万円 １万5,400円有期限芝生墓地 30区画 85万円

合葬式墓地 １体用 80枠 17万8,200円
管理料相当分は使用料に
含まれています。

２体用 55枠 35万6,400円

樹林式墓地 １体用 30枠 21万4,000円
２体用 60枠 42万8,000円

※有期限芝生墓地の使用期限は30年です。

対令和4年6月1日以前から継続して、稲城市・府中市に在住の方
▷募集する墓地　下表参照
申「申込みのしおり」に添付の使用申込書を郵送または持参〔6月1日（木）～〕
※申込みのしおりは市民課、平尾・若葉台出張所、各文化センター、「公営　稲城・
府中メモリアルパーク」 で入手可
限6月30日（金）（消印有効）
内覧会を開催します
　墓地使用者の募集に併せて内覧会
を行います。お気軽にお越しください。
日6月3日（土）
時午前9時～午後1時　
※稲城長沼駅・稲城駅から臨時バス
（有料）を運行します。

場先問 稲城・府中墓苑組合（〒206－0812稲城市矢野口3567）　☎379－9731

国
民
健
康
保
険

 

海
外
療
養
費

　
旅
行
等
の
海
外
渡
航
中
に
、
病

気
や
け
が
で
、
や
む
を
得
ず
現
地

の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
医
療
費
は
帰
国
後
、
申

請
に
よ
り
海
外
療
養
費
と
し
て
給

付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
適
正
な
保
険
給
付
を

行
う
た
め
、
申
請
時
に
パ
ス
ポ
ー

ト
・
領
収
明
細
書
・
診
療
内
容
明

細
書（
各
日
本
語
翻
訳
付
き
）等
の

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

高
額
な
案
件
等
現
地
調
査
が
必
要

な
場
合
は
、
詳
細
な
内
容
点
検
調

査
も
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
1
年

以
上
日
本
を
離
れ
る
場
合
は
、
転

出
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

国
民
健
康
保
険

健
康
保
険
適
用
と
な
る

　
整
骨
院
・
接
骨
院
、

は
り
・
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き

ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
に
は
、

健
康
保
険
を
使
え
る
場
合
と
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い（
下
表
参
照
）。

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

納期限
5月31日（水）

固定資産税・都市計画税
（第1期）

軽自動車税（第1期）
安心！納税！口座振替!!

問収納課

辞
令
交
付
式
が

 

行
わ
れ
ま
し
た

稲
城
市
消
防
団

 

災
害
支
援
団
員

　
災
害
支
援
団
員
は
消
防
団
経
験

者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
入

団
員
と
し
て
11
人
が
任
命
さ
れ
、

合
計
40
人
の
災
害
支
援
団
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

災
害
支
援
団
員
地
区
代
表
者

小
沢
　
要
氏（
矢
野
口
）

田
中
　
親
氏（
東
長
沼
）

石
井
　
圭
氏（
大
丸
）

松
原
　
一
正
氏（
百
村
）

加
藤
　
芳
之
氏（
坂
浜
）

横
山
　
眞
治
氏（
平
尾
）

髙
木
　
誠
氏（
押
立
）

杉
坂
　
憲
一
氏（
長
峰
）

問
防
災
課
消
防
団
係
　
☎
377
・
7 

1 

1 

9
募
集
し
て
い
ま
す

消
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
市
内
で
発
生
し
た
地
震
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
等
の
大
規
模
な
自
然
災
害

・
事
故
等
に
、
消
防
職
員
と
協
力

し
、
活
動
の
支
援
を
す
る
消
防
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
、
消
防
機

関
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
連

携
し
、
災
害
活
動
に
当
た
る
こ
と

で
、
被
害
の
軽
減
・
拡
大
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16

歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

〇
消
防
・
防
災
活
動
の
支
援
を
行

う
意
思
が
あ
る

〇
応
急
救
護
の
知
識
が
あ
る

〇
過
去
に
消
防
団
員
・
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
の
経
験
が
あ
る

〇
震
災
後
の
復
旧
活
動
の
支
援
に

必
要
と
な
る
資
格
・
技
術
が
あ
る

申
電
話
、
窓
口

先
問
警
防
課
警
防
係
　
☎
377
・
7 

1 

1 

9
訪
問
し
ま
す

住
宅
防
火
診
断

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
維

持
管
理
、
地
震
等
の
震
災
対
策
、

火
気
・
電
気
器
具
の
取
り
扱
い
等

▲新入団員の皆さん（写真後列）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
助
成
制
度
、

 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助

　
大
地
震
に
備
え
、
耐
震
性
能
の

確
認
・
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
、

昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
分

か
ら
な
い
方
・
不
安
な
方
が
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
め
る
よ
う

に
、
市
内
の
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ

で
店
舗
ス
タ
ッ
フ
が
お
手
伝
い
し

ま
す（
対
応
で
き
な
い
手
続
き
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。
費
用
は
か

か
ら
ず
、
店
舗
営
業
時
間
内
は
受

け
付
け
可
能
で
す
。
ご
利
用
の
際

は
事
前
に
各
店
舗
へ
連
絡
し
、
必

要
な
持
ち
物
・
予
約
の
要
否
・
営

業
時
間
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
市
内
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援

ス
ポ
ッ
ト

○
au
シ
ョ
ッ
プ
稲
城
矢
野
口
　
☎

370
・
2 

2 

5 

5

　
結
婚
す
る
二
人
を
祝
福
し
、
生

涯
の
良
い
思
い
出
と
な
る
よ
う
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
婚
姻
届
は
提
出
す
る
と

手
元
に
残
り
ま
せ
ん
が
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
婚
姻
届
は
複
写
式
で
、
婚
姻

○
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
矢
野
口
　
☎
370

・
7 

7 

1 

1

○
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
若
葉
台
　
☎
350

・
7 

2 

7 

7

○
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
稲
城
矢
野
口

店
　
☎
0 

1 

2 

0
・
815
・
991

○
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
若
葉
台
店
　
☎

0 

1 

2 

0
・
168
・
068

問
市
民
課
市
民
窓
口
係

募集します
公営　稲城・府中
メモリアルパーク墓地使用者

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は

身
分
証
明
書
を
携
行
し
た
職
員
が

対
象
の
家
庭
に
訪
問
し
て
行
い
ま

す
。

対
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
救

急
医
療
届
出
加
入
者

日
7
月
3
日（
月
）〜
令
和
6
年
3

月
22
日

問
予
防
課
査
察
指
導
係
　
☎
377
・

7 

1 

1 

9

の
記
録
と
し
て
手
元
に
残
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
婚
姻
届
を
大
切
に

保
管
で
き
る
台
紙
付
き
で
す
。

▽
価
格
　
1 

2 

0 

0
円（
1
部
）

▽
販
売
場
所
　
市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
い
な
ぎ
発
信
基

地
ペ
ア
テ
ラ
ス

▽
セ
ッ
ト
内
容
　
複
写
式
婚
姻
届
、

台
紙

問
市
民
課
戸
籍
係

造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
の
一
部
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
時
の
倒

壊
を
防
ぐ
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
市

を
ご
覧
い
た
だ
く
か

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
再
生
課
住
所
整
理

・
団
地
再
生
係

参
加
者
募
集

ア
ダ
プ
ト
制
度

　
ア
ダ
プ
ト
制
度
は
公
園
や
道
路

等
の
公
共
施
設
を
、
市
が
市
民
の

皆
さ
ん
と
管
理
す
る
制
度
で
す
。

　
活
動
時
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

清
掃
道
具
の
提
供
や
貸
し
出
し
等

の
援
助
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
公
園
・
緑
地
＝
緑
と
環
境
課
緑

と
公
園
係
、
道
路
・
水
路
＝
管
理

課
維
持
補
修
係

▲オリジナル婚姻届

稲
城
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
予
約
サ
イ

ト（
下
記
参
照
）ま
た

は
電
話
で
予
約
で
き

ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

を
9
月
末
よ
り
前
に
設
定
す
る
決

済
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
市
民
窓
口
係



凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（5） 5・5・15（5）

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
内「
く
ら
し
・
手
続
き
↓
就
労
・
産
業
・
創
業
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
経
済
課
商
工
係

3
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
催
者
の
判
断
で
マ
ス
ク
着
用
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
総
務
契
約
課
総
務
係

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

　福祉くらしの相談窓口は、生活が困窮している方を始め、生活・自立・
仕事・健康・家計・子育て・人間関係等に悩む方を支援する総合相談窓口
です。お悩みを伺い、課題の整理をして、具体的な解決策を一緒に検討し
ます。
※話しづらい相談は個室を用意します。事前に電話でご連絡ください。心
身の状況により来庁が難しい場合は、訪問相談も行っています。
問生活福祉課福祉くらしの相談窓口

相談支援員からのメッセージ
　ようやくコロナ禍が落ち着いた頃合いに
なりました。コロナ禍の3年間は2,000件を
超える相談があり、市民の皆さんが収入や生
活に苦労されていたと実感しています。最近
は、複雑な悩みを抱えている方の相談が増え
ており、仕事も生活も人間関係も難しい時代
になっています。悩んだ時や苦しい時に必ず
皆さんの助けになります。ご相談をお待ちし
ています。

こんなお悩みありませんか？

募
集
し
ま
す

令
和
5
年
度

創
業
元
気
塾

募
集
し
ま
す

第
21
回
多
摩

 

ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞

男
女
雇
用
平
等

 

セ
ミ
ナ
ー

こ
こ
ろ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

6
月
1
日
は

　
人
権
擁
護
委
員
の
日

多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

無
料
法
律
相
談
会

　
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日
頃
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思

想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
、
諸
外
国

に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

　
全
国
の
各
市
町
村
に
人
権
擁
護

面
接
会
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

日
6
月
1
日（
木
）

時
午
後
2
時
〜
4
時（
受
け
付
け
＝

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
）

場
多
摩
市
立
関
戸
公
民
館
大
会
議

室（
多
摩
市
関
戸
4
の
72
）

定
30
人（
申
込
先
着
順
）

就
職
面
接
会

日
6
月
8
日（
木
）

時
◯
第
1
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

（
受
け
付
け
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
）

◯
第
2
部
＝
午
後
2
時
〜
4
時（
受

け
付
け
＝
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
）

場
多
摩
市
立
関
戸
公
民
館
ヴ
ィ
ー

タ
ホ
ー
ル（
多
摩
市
関
戸
4
の
72
）

定
各
部
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
履
歴
書（
面
接
を
希
望
す
る
企
業

数
分
）

▽
企
業
数　
20
社
程
度（
各
部
10
社

程
度
）

◆
共
通
事
項

申
電
話
、「
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
」
内
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

委
員
が
配
置
さ
れ
、
講
演
会
や
座

談
会
を
開
催
し
た
り
、
法
務
局
・

各
市
町
村
の
人
権
相
談
所
等
で
地

域
の
方
の
人
権
相
談
を
受
け
る
等
、

積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
相
談
を
開
催
し
ま
す

　
「
他
人
か
ら
人
権
を
侵
害
さ
れ
て

い
る
」「
夫
婦
・
家
庭
内
で
不
和
や

争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
」等
、
人
権

・
身
の
上
の
問
題
で
お
困
り
の
際

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
6
月
2
日（
金
）

時
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分（
正

午
〜
午
後
1
時
30
分
を
除
く
）

▽
相
談
員　
稲
城
地
区
人
権
擁
護

委
員（
岸
田　
博
三
氏
、
狩
野　
和

枝
氏
、
西
畑　
博
仁
氏
、
青
木　

禮
子
氏
）

場
市
役
所
2
階
市
民
相
談
室

定
5
人（
申
込
先
着
順
）

申
電
話〔
5
月
19
日（
金
）〜
〕

限
6
月
1
日（
木
）

先
問
市
民
協
働
課
市
民
相
談
係

☎
378
・
2 

2 

8 

6

地
域
連
携
型

　
就
職
面
接
会

in
多
摩
市

　
事
業
計
画
の
作
成
等
、
創
業
の

基
本
的
な
知
識
を
学
び
、
創
業
に

向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
創
業
元
気
塾
修
了
者
は
、
登
録

免
許
税
の
減
免
等
、
優
遇
措
置
の

申
請
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
創
業
を
考
え
て
い
る
方
・
創
業

し
て
間
も
な
い
方

日
7
月
1
日
〜
8
月
5
日
の
土
曜

日（
7
月
29
日
を
除
く
全
5
回
）

時
午
後
1
時
30
分
〜
5
時
30
分

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
大
会
議

室（
第
4
回
の
み
地
域
振
興
プ
ラ

ザ
2
階
商
工
会
会
議
室
）

定
12
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
選
考

講（
一
社
）多
摩
西
部
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
所
属
講
師

費
5
千
円（
全
5
回
分
）

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
下
記
参
照
）〔
5

月
15
日（
月
）〜
〕

限
6
月
16
日（
金
）

　
多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
活
性

化
と
地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
顕
彰
制
度

で
す
。
優
れ
た
技
術
・
製
品
を
表

彰
す
る「
多
摩
ブ
ル
ー
賞
」と
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
表
彰
す

る「
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
」が
あ
り
、

各
最
優
秀
賞
に
副
賞
100
万
円
、
各

優
秀
賞
に
副
賞
50
万
円
を
贈
呈
し

ま
す
。
受
賞
企
業
は
多
摩
ブ
ル
ー

・
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
の
会
員
と
な

り
、
倶
楽
部
内
の
連
携
に
よ
る
新

た
な
事
業
展
開
も
期
待
で
き
ま
す
。

対
多
摩
地
域
と
周
辺
地
域
に
事
業

拠
点
を
置
く
中
小
企
業
・
個
人
事

業
主
等

申「
多
摩
信
用
金
庫
」
内
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム

限
7
月
31
日（
月
）

先
問
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞

事
務
局　
☎
042
・
526
・
7 

7 

2 

8
　
職
場
で
起
こ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
や
困
難
を
し
な
や
か
に
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
応
や
実
践
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
等
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
内
◯
6
月
19
日（
月
）午
後
6

時
30
分
〜
8
時
30
分
＝
職
場
に
お

け
る
ス
ト
レ
ス
と
セ
ル
フ
ケ
ア

◯
6
月
26
日（
月
）午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分
＝
職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

場
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
多
摩
事
務
所
7
階
セ
ミ
ナ
ー
室

（
立
川
市
柴
崎
町
3
の
9
の
2
）

定
70
人（
申
込
先
着
順
）

講
髙
山　
直
子
氏（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

公
認
心
理
師
）

申
電
話
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く

ネ
ッ
ト
」
内
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

共
稲
城
市
、八
王
子
市
、府
中
市
、

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩

先
問
東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン

タ
ー
多
摩
事
務
所　
☎
042
・
595
・

8 

7 
3 
1

生活が困窮している方、悩んでいる方へ

先
問
経
済
課
商
工
係

共
稲
城
市
、（
公
財
）東
京
し
ご
と

財
団

先
問
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩　

☎
042
・
521
・
6 

7 

6 

1

　
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
・
不
動
産
・

就職氷河期世代活躍支援
　ハローワーク等の紹介で、就職氷河期世代の方を正規雇用労働者と
して新たに雇用する事業主に対し、助成金を支給する等の制度があり
ます。積極的な採用や人材育成にご活用ください。詳細は最寄りのハ
ローワークへお問い合わせください。
問経済課商工係

相
続
・
離
婚
・
成
年
後
見
・
労
働

問
題
等
幅
広
い
案
件
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
6
月
24
日（
土
）

時
午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
1
人
30

分
以
内
）

定
28
人（
申
込
先
着
順
、
初
め
て
の

方
に
限
る
）

申
電
話〔
6
月
5
日（
月
）〜
〕

場
先
問
多
摩
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事

務
所（
立
川
市
曙
町
2
の
34
の
7
フ

ァ
ー
レ
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
2
階
）　

☎

042
・
548
・
2 

4 

5 

0（
平
日
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
5
時
）

▲幸地相談支援員

仕事が見つからない、自分に合った働き方が分からない

仕事・健康・人間関係等悩みが多すぎてどうしたら良い
か分からない

借金を返済できない、家計の赤字の原因が分からない

気軽にご相談ください　福祉くらしの相談窓口

事業主の皆さんへ

　働き方の希望等を伺い、状況に応じた就労支援を案内しま
す。また、働きたいけど不安がある方には、就労準備支援を
行っています。パソコン練習、働き方相談、職業能力検査、
適職探し等の活動を通じてスキルアップをしながら働き方が
分かるようになります。
　ひきこもりから脱却したい方、就職氷河期世代の方、病気
や障害を抱えていて働き方が分からない方におすすめです。

　生活状況や債務額等を伺い、就労支援や各種制度、必要に
応じて弁護士の法律相談等を案内します。また、生活費・債
務・貸し付け・将来の不安等、お金の悩みに関する家計改善
支援も行っており、家計表やキャッシュフロー表を作成して、
一人ひとりのライフプランに応じた安心できる解決策を提案
します。

　抱えている問題に優先順位をつけ、一つずつじっくりと取
り組みながら解決を目指します。



費費用（記載のない場合は無料）　申申込方法（記載のない場合は不要）　限申込期限　先申込先　主主催　共共催　問問い合わせ

（6）5・5・15 （6）

▲健康料理教室

指定医療機関一覧表
医療機関名 電話番号
谷平医院 377－6433

矢野口クリニック 379－0939

こせき内科クリニック 377－0035

かじわら内科・泌尿器科クリニック 370－8770

菜の花クリニック 313－9272

東長沼クリニック 379－4851

稲城腎・内科クリニック 370－7611

あべ内科クリニック 379－4870

なかお内科クリニック 401－5836

稲城診療所 377－6128

市立病院健診センター 377－1421

稲城癒しの森内科クリニック 379－8880

稲城わかばクリニック 370－0530

いなぎ駅前クリニック 378－1570

簡野クリニック 331－8570

高クリニック 331－8201

平尾内科クリニック 331－8221

もりや脳神経クリニック 350－3885
稲城平尾よりそうファミリー内科

クリニック 350－3230

桜井医院 378－3224

向陽台クリニック 378－6677

長峰クリニック 350－7171

若葉台クリニック 350－6075

稲城台病院 331－5531

ひらかた消化器内視鏡クリニック 331－1131

駒
沢
女
子
大
学

�

健
康
料
理
教
室

初
夏
の
お
も
て
な
し

�

（
洋
食
編
）

　
料
理
が
苦
手
な
方
、
男
性
も
大

歓
迎
で
す
。
講
師
や
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

対
高
校
生
以
上
の
方

日
6
月
10
日（
土
）

時
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

場
駒
沢
女
子
大
学
実
験
実
習
館

※
駐
車
場
有
り

定
20
人（
申
込
先
着
順
）

内
調
理
実
習
、
講
話

講
太
田
　
信
子
氏（
元
駒
沢
女
子
大

学
教
授
）

▽
予
定
献
立
　
可
愛
い
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
、
野
菜
ス
ー
プ
等

費
1
千
円

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
下
記
参
照
）、
メ

ー
ル〔
必
要
事
項
◯
件

名「
食
育
講
座
」◯
氏
名
◯
年
齢
◯

連
絡
先（
住
所
・
電
話
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）〕

※
い
ず
れ
も
5
月
16
日（
火
）〜

限
5
月
23
日（
火
）

先
問
駒
沢
女
子
大
学
健
康
栄
養
相

談
室
　
☎
350
・
7 

1 

6 

7
、

ei
you-care@

kom
ajo.ac.jp

送
付
し
ま
し
た

乳
が
ん
・

　
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診

�

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
5
月
上
旬
に
対
象
者
へ
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
。
受

診
の
際
は
早
め
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

乳
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

対
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
昭
和
58

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
性

子
宮
頸
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

対
平
成
14
年
4
月
2
日
〜
平
成
15

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
女
性

問
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
378
・
3 

4

 

2 

1肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
肝
臓
が
ん
の
原
因
と
な
る
肝
炎

の
早
期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
昭
和
59
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方

※
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
除
く
。

※
昭
和
58
年
4
月
2
日
〜
昭
和
59

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
に
は
、

5
月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。

内
問
診
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

費
無
料（
公
費
負
担
）

※
再
検
査
等
は
実
費（
東
京
都
補
助

制
度
有
り
）

申
窓
口
、
郵
送〔
必
要
事
項
○
件
名

「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
希
望
」○
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）○
生
年
月
日（
年
齢
）

○
住
所
○
電
話
番
号
〕、
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム（
下
記
参
照
）

※
申
込
書
は
保
健
セ

ン
タ
ー
で
入
手
可

▽
受
診
方
法
　
毎
月
22
日
に
締
め

切
り
、
翌
月
上
旬
に
対
象
者
へ
受

診
券
と
受
診
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

届
い
た
ら
各
医
療
機
関（
左
表
参
照
）

へ
予
約
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

限
12
月
22
日（
金
）

▽
受
診
期
限
　
令
和
6
年
3
月
15

日先
問
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
206
・
0 

8

0 

4
稲
城
市
百
村
112
の
1
）　
☎
378

・
3 

4 

2 

1

歯
周
疾
患
検
診

　
対
象
者
へ
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。
歯
の
困
り
ご
と
の
相
談
も
含

め
て
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
令
和
5
年
4
月
2
日
〜
令
和
6

年
4
月
1
日
の
期
間
に
40
・
50
歳

に
な
る
方

▽
受
診
期
間
　
5
月
22
日（
月
）〜

令
和
6
年
1
月
31
日

場
市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

内
問
診
、
歯
周
組
織
検
査

費
無
料（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

申
先
各
医
療
機
関
に
直
接
予
約

問
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
378
・
3 

4

 

2 

1予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

　
対
象
者
へ
接
種
時
期
ま
で
に
通

C型肝炎

ヘルスメーター

　C型肝炎は、C型肝炎ウイルスの感染により起こる病
気です。現在日本では90～130万人がC型肝炎ウイルス
に感染しているとされています。感染を起こすと、慢
性肝炎から肝硬変、肝臓がんへと進行します。
C型肝炎の治療
　C型肝炎に対する抗ウイルス療法（ウイルスの排除を
目指す治療）はこの10年で飛躍的に進歩しました。以前
はインターフェロンの注射による治療が行われており、
副作用も強かったため、治療の対象が限られていまし
た。しかし、現在は内服薬による治療が開発され、治
療期間は条件によりますが8～12週間で、ウイルスが排
除される割合も95％以上となっています。そして、治
療を行うことで肝臓がんのリスクが減少します（ただ
し、絶対に肝臓がんにならないということではないの
でその点は注意が必要です）。そのため、C型肝炎と診
断された場合には、全員が抗ウイルス療法を検討する
対象となります。肝機能が悪すぎて治療に耐えられな
いと考えられる場合や他の病気の影響で治療ができな
い場合を除いて基本的に治療をおすすめしています。
　治療を行う場合には東京都の医療費助成制度があり、
この制度を利用することで、治療費用を抑えることが
できます。
肝炎ウイルス検診を受けましょう
　C型肝炎ウイルスに感染しているかは血液検査で診断
できますので、ぜひ一度、肝炎ウイルス検診を受けて
いただくようお願いします。感染の疑いがある場合に
は、更に詳しい検査が必要ですので、かかりつけの先
生あるいは専門医にご相談ください。

稲城市医師会　武
む

藤
とう

　英
ひで

知
とも

知
を
送
付
し
ま
す
。
駐
車
場
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
接
種
日
現
在
、
生
後
1
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん
　

※
生
後
5
〜
8
カ
月
に
達
す
る
ま

で
が
標
準
的
な
接
種
時
期

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費

日
6
月
5
日（
月
）

時
午
前
10
時
〜
11
時

持
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票
、
バ

ス
タ
オ
ル（
子
ど
も
寝
か
せ
用
）

場
問
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
378
・
3

 

4 

2 

1

診療時間＝午前9時〜午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
※休日急病診療での、PCR検査は行いません。
問保健センター　☎378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　☎377－7119）

場先問おやこ包括支援センター（保健センター内）　☎378－3434
保健センター（離乳食調理講習会のみ）　☎378－3421

場先問保健センター　☎378－3421

5月15日～5月31日の休日急病診療所・休日薬局

6月の乳幼児健診事業

6月の健康相談

日程 医療機関 薬局 地区

5月21日（日） 稲城癒しの森内科クリニック
☎379－8880

サンテ薬局大丸店
☎379－8156 大丸

5月28日（日） なかお内科クリニック
☎401－5836

アイセイ薬局稲城店
☎370－2131 東長沼

事業名 対象 実施日 締切日

母子健康相談
（母乳・栄養・育児の個別相談） 未就学児と保護者、妊婦

6月2日（金）
5月31日（水）

妊婦歯科健康診査 妊娠安定期に入った方 6月1日（木）

離乳食調理講習会
（先着20人）

第1子の保護者
（令和5年1月生まれ） 6月5日（月） 5月29日（月）

2歳児・2歳6カ月児歯科健康診査
（先着24人）

令和3年5月、令和2年11月生
まれ 6月21日（水）6月20日（火）

低出生体重児（2,500ｇ未満）の1歳
児健康診査

令和4年6月生まれで、病院で
経過観察を受けていないお子
さん

6月28日（水）6月27日（火）

※2歳児・2歳6カ月児歯科健康診査は5月16日（火）から、母子健康相談の個別相談は5月22
日（月）から予約受け付け

事業名 実施日 時間 申込期限

保健相談（保健師） 第1火曜日
午前9時30分～11時 前日までに予約

栄養相談（管理栄養士） 第2・3火曜日

▲はがき記入例

肝炎ウイルス
検診希望

1. 氏名（フリガナ）
2. 生年月日（年齢）
3. 住所
4. 電話番号



凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（7） 5・5・15（7）

日（
金
）ま
で
に
通
知
〕

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
田
植
え
は
靴
下
、
裸
足
、
田
植

え
用
長
靴（
お
持
ち
の
方
）で
行
い

ま
す
。

費
1
家
族
700
円（
保
険
代
・イ
ベ
ン

ト
代
等
）

※
稲
刈
り
参
加
者
は
稲
刈
り
当
日

に
別
途
700
円
か
か
り
ま
す
。

申「
稲
城
市
観
光
協
会
」
内
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム（
下
記

参
照
）〔5
月
15
日（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
〕

限
5
月
23
日（
火
）午
後
5
時

共
稲
城
市
観
光
協
会
、
小
田
良
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ

先
問
稲
城
市
観
光
協
会　
☎
401
・

5 
5 

8 

0（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後

6
時
）

社
会
福
祉
協
議
会

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

 

セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ

▲親子で田植えを楽しみましょう

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

適切な応急手当への感謝状を贈呈しました
（3月29日・稲城消防署）

第44回多摩川清掃を行いました
（4月2日・多摩川）

　令和5年2月、心肺機能停止状態で倒れた男性を、横川　明
弘氏（写真左）、山
田　愛子氏が適切
に応急手当を行い、
尊い命を救いまし
た。この功績を称
え、消防署長から
感謝状を贈呈しま
した。

　「多摩川を美しくする会」が中心となって、多摩川原橋から
是政橋下流までの
河川敷の清掃活動
を行いました。
　当日は、54団体
・約960人の参加
があり、約970キ
ロのごみが集めら
れました。

休
館
し
ま
す

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
・
法
定
点

募
集
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の

方
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
る
交
流
の
場
で
す
。
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
詳
細
は「
社
会
福
祉
協
議

会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
地
域
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
人

と
接
す
る
こ
と
が
好
き
な
方

日
月
・
水
・
金
曜
日（
大
丸
の
み
月

・
木
・
金
曜
日
）

時
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
市
内
8
地
区
の
い
ず
れ
か（
平
尾
、

押
立
、
坂
浜
、
矢
野
口
、
百
村
・

東
長
沼
、
向
陽
台
、
大
丸
、
長
峰
）

内
お
茶
の
準
備
、
利
用
者
の
話
し

相
手
、
定
期
行
事
の
企
画
等

※
交
通
費
程
度
の
謝
礼
有
り

申
電
話
、
窓
口

　
議
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

当
日
、
議
会
事
務
局
で
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

※
請
願
・
陳
情
は
、
6
月
2
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

本
会
議
と
会
期
中
の
委
員
会
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

　
市

の「
稲
城
市
議
会
」か
ら
生

中
継
・
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
も
視
聴
で
き
ま

す
。

問
議
会
事
務
局
議
事
係

　
土
に
親
し
み
な
が
ら
、
家
族
で

楽
し
く
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
ま

せ
ん
か
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
持
ち
帰

れ
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
方

日
6
月
17
日（
土
）

時
午
前
9
時
45
分
〜

場
坂
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
駐
車
場（
ｉ
バ
ス「
稲
城
第
二

小
学
校
」下
車
徒
歩
1
分
）

入
会
説
明
会

日
6
月
2
日（
金
）

時
午
後
2
時
〜

場
ふ
れ
ん
ど
平
尾
市
民
ホ
ー
ル

申
電
話

先
問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
377
・
2 

2 

1 

2

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

日
6
月
7
日（
水
）

時
午
後
7
時
〜
9
時

定
5
人（
申
込
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
＝
2
人

費
1 

1 

4 

4
円

申
窓
口〔
5
月
16
日（
火
）午
前
9
時

〜
〕

限
5
月
26
日（
金
）午
後
4
時

場
先
問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
377
・
2 

2 

1 

2

　
親
子
で
稲
作
を
楽
し
み
な
が
ら

稲
城
の
自
然
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は「
稲
城
市
観
光
協
会
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
6
月
10
日（
土
）

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
6

月
11
日（
日
）に
順
延

※
稲
刈
り（
10
月
中
旬
ご
ろ
）に
も

参
加
で
き
ま
す
。

時
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

※
申
し
込
み
時
に
い
ず
れ
か
選
択

場
小
田
良
谷
戸
公
園
予
定
地（
坂
浜

1 

3 

0 

7
）

定
各
回
10
組〔
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
し
、
当
選
者
の
み
5
月
26

　
東
京
都
や
稲
城
市
が
自
治
会
支

援
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
助
成
事

業
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
6
月
2
日（
金
）

時
午
後
7
時
〜

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
中
・
小

会
議
室

定
60
人

　
市
内
に
は
現
在
37
の
自
治
会
が

あ
り
ま
す
。
自
治
会
は
、
行
政
と

心
に
残
る

家
族
の
触
れ
合
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

6
月
12
日（
月
）か
ら
開
会

令
和
5
年

第
2
回
定
例
会

開
催
し
ま
す

町
会
・
自
治
会
向
け

助
成
制
度
活
用
講
座

親
子
で
体
験
し
よ
う
！

小
田
良
の
棚
田
で

田
植
え
と
稲
刈
り

自
治
会
に
加
入

 

し
ま
し
ょ
う

先
問
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・
3 

8 

0

 

0

検
等
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

日
7
月
9
日（
日
）、9
月
3
日（
日
）、

12
月
10
日（
日
）

時
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
午
後
5
時
以
降
は
利
用
可

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
な
ぎ　
☎
378
・
2 

1 

1 

2

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

私
と
漫
画

　
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
漫
画
を

描
き
始
め
、
大
学
時
代
に
は
少
年

漫
画
雑
誌
へ
の
投
稿
で
最
高
位
と

な
る
佳
作
に
入
選
す
る
等
、
プ
ロ

の
漫
画
家
を
目
指
し
て
い
た
望
月

さ
ん
に
幼
少
期
か
ら
の
こ
と
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
6
月
2
日（
金
）

時
午
後
6
時
〜
8
時

場
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
4
階
大
会
議

室講
望
月　
未
来
氏（
稲
城
市
職
員
）

申
電
話　

先
問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
い
な
ぎ　
☎
378
・
2 

1 

1 

2

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

定
50
組

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
の
み
6
月
7
日（
水
）ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。

費
1
組
500
円

申
は
が
き〔
必
要
事
項
〇
件
名「
ジ

ャ
ガ
イ
モ
掘
り
参
加
希
望
」〇
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
〕

限
5
月
31
日（
水
）必
着

主
JA
東
京
み
な
み
稲
城
地
区
野
菜

部
会

先
問
JA
東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指

導
経
済
課（
〒
206
・
0 

8 

0 

2
稲
城

市
東
長
沼
2 

1 

1 

0
の
1
）　
☎
377

・
6 
0 
0 

2

連
携
し
た
地
域
問
題
の
解
決
や
、

住
民
相
互
の
親
睦
、
災
害
等「
も
し

も
」に
備
え
た
活
動
を
行
い
、
安
全

で
安
心
、
そ
し
て
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
に
加
入
し
、
皆
さ
ん
で

「
住
み
よ
い
ま
ち
稲
城
」を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。
加
入
を
希
望
す
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
活
動
内
容　
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
・
清
掃
活
動
・
盆
踊
り
・
防

災
訓
練
等

問
総
務
契
約
課
総
務
係

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム（
下
記
参
照
）、
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

限
5
月
26
日（
金
）

先
問
総
務
契
約
課
総
務
係　

377

・
4 

7 

8 

1
、

soum
u@
city.

inagi.lg.jp

　稲城市一周をコースとしたウォーキングイベントを開催します。
清々しい初夏の季節にウォーキングを楽しみながら、稲城市の新し
い魅力を発見しましょう。
　一周フルコース・ハーフコースは、共にアップダウンが激しい健
脚の方向けのコースです。
一周フルコース（全長約20km、高低差約125m）
▷行程　大丸公園～多摩川緑地公園～穴澤天神社～よみうりランド
～ふれんど平尾～平尾近隣公園～若葉台駅～稲城長峰ヴェルディ
フィールド～城山公園～大丸公園
▷解散時間・場所　午後3時30分ごろ・大丸公園
ハーフコース（全長約10km、高低差約100ｍ）
▷行程　大丸公園～多摩川緑地公園～穴澤天神社～よみうりランド
～ふれんど平尾～平尾近隣公園
▷解散時間・場所　正午～午後1時ごろ・平尾近隣公園
◆共通事項
日6月3日（土）
※小雨決行、荒天中止
▷集合時間　午前9時（受け付け＝午前8時30分～8時45分）
▷集合場所　大丸公園(JR南武線南多摩駅から徒歩10分)
定40人
※申込者多数の場合は抽選し、当落含む詳細は5月26日(金)ごろに通
知
申申し込みフォーム（右記参照）、はがき〔必要事項○件
名「稲城一周ハートフルウォーキング申し込み」○氏名
（ふりがな）○年齢○性別○住所○電話番号○メールア
ドレス○希望コース○希望グループ（歩行速度＝速い・
中・遅いから選択）〕
※一度に2人まで申し込み可
限5月23日(火)必着
先問スポーツ推進課スポーツ推進係

稲城一周
ハートフル
ウォーキング

3
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
催
者
の
判
断
で
マ
ス
ク
着
用
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
総
務
契
約
課
総
務
係

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

▲申し込み
フォーム



（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

令和５年

5・5・15

次の休日開庁日は5月27日（土）

5.15
第1399号

2023

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　
今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

日
時
５
月
28
日（
日
）午
後
２
時
～
vs
い
わ
き
F
C　
場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　
問
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　
☎
03
・
３
５
１
２・１
９
６
９　

日
テ
レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ベ
レ
ー
ザ　
今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　
日
時
５
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～
vs
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原　
場
味
の
素
フ
ィ
ー
ル
ド
西
が
丘　
問
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
株
）　
☎
03
・
３
５
１
２・１
９
６
９

稲城市立図書館のあゆみ
昭和48年度 ●	稲城市立図書館開館

昭和50年度 ●	第二図書館開館
昭和54年度 ●	第三図書館開館
昭和58年度 ●	第四図書館開館
平成元年度 ●	図書館コンピューターシステム稼働
平成 7年度 ●	坂浜配本所開設
	 病院配本所開設
平成14年度 ●	多摩市・府中市と相互利用開始
平成18年度 ●	中央図書館開館

平成20年度 ●	京王線沿線七市図書館連携開始
平成21年度 ●	ｉプラザ図書館開館
平成28年度 ●	読書通帳機、予約受取コーナー設置

平成29年度 ●	読書通帳販売開始
令和 4年度 ●	文部科学大臣表彰受賞

　　稲城市立図書館　開館50周年
　　　記念式典・講演会を行います

図書館に行ってみよう！

記念式典・講演会
日  7月1日(土)
時  式典＝午後1時～、講演会＝午後2時～
※講演会のみの出席も可
場中央文化センターホール
定250人（申込先着順）
内  式典＝図書館協力団体表彰等、講演会＝窪　美澄さんによ
る講演　
※いずれも手話通訳有り

申込方法
申し込みフォーム(右記参照)
※申し込みフォームを利用できない方は電話（専
用ダイヤル　☎378－7143）も可（平日午前9時
～午後8時、土・日曜日の受け付け不可）

申込期間
5月17日（水）〜 6月9日（金）

　稲城市立図書館では、利用者の皆さんに本を楽しんでいただけるよう、様々な取り組みを
行っています。ここでは稲城市立図書館の特徴的な取り組みの一部を紹介します。ぜひ、ご
利用ください。

読書通帳の発行
　貸出日・タイトル・著者名等を記録できる本物の通
帳にそっくりな読書通帳です。市内在住・在学の中学
生以下の方は無料で発行できます（稲城市立図書館利
用カードをお持ちの高校生以上・市外在住の方は有料
で発行可）。楽しみながら読書習慣を身に着けること
ができると利用者にも好評です。

稲城市立図書館の取り組み

レファレンスサービス
（調べものサービス）

　調べものがある時に、スタッフがお手伝いします。
参考となる資料を紹介したり、資料の使い方のアドバ
イス等を行います。スタッフ全員が司書資格を持って
いますので安心してご利用ください。

おいでよ稲城市立図書館
　市立図書館の利用案内を目的として作成したロール
プレイングゲームです。中央図書館をモデルとした
ゲームマップの中で出会うキャラクターに話しかけた
り、館内設備に触れることで案内が出現する等、館内
写真を交えて利用方法等を知ることがで
きます。また、期間限定でゲーム内であ
る条件を達成すると50年前の図書館を体
感できるバージョンを配信中です（右記
参照）。ぜひ体験してください。 ▲こちらから

　プレイ

直木賞作家　窪 美澄さん
　1965年生まれ。稲城市出身の小説家で幼少期に稲城市の
図書館を利用。2009年「ミクマリ」で第8回R-18文学賞大賞
受賞。2011年「ふがいない僕は空を見た」（新潮社）で第24回
山本周五郎賞受賞。2012
年「晴天の迷いクジラ」で
第3回山田風太郎賞受賞。
2019年「トリニティ」で第
36回織田作之助賞受賞。
2022年「夜に星を放つ」

（文藝春秋）で第167回直
木賞受賞。

撮影＝中林　香氏

▲�『晴天の迷いクジラ』
　窪 美澄著（新潮文庫刊）

▲�『夜に星を放つ』
　窪 美澄著（文藝春秋）

来場特典

稲城なしのすけ
新デザイン入り
クリアファイル
プレゼント

祝

▲申し込み
　フォーム

特典1
窪 美澄さんサイン会
※窪さんの書籍を持参し
てください（1人1冊まで）

特典2

窪 美澄さんが
やってくる!!

※画像はイメージです。
©K.Okawara・Jet Inoue

　稲城市立図書館は1973年に開館し、本年6月に50周年を
迎えます。これを記念し、式典と講演会を開催します。講演
会には稲城市出身で直木賞受賞作家の窪　美澄さんが登壇
し、著書について、思い出の本、幼少期を過ごした稲城の思
い出等をお話ししていただきます。
先  問  図書館課奉仕係　☎378－7143（平日午前9時～午後8時）
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